
デ
フ
レ
の
時
代

に
庶
民
増
税
強

化
は
納
得
で
き

な
い
！

（
固
定
資
産
税
は
３
３
５

０
名
か
ら
９
６
０
万
円
の

増
税
・
退
職
金
住
民
税
も

１
４
１
名
か
ら
２
６
０
万

円
の
増
税
見
込
み
）

日
本
共
産
党
議
員
団
は
反

対
貫
く
！

平
岡
町
長
は
、
国
が

住
民
税
法
を
改
定
し
、
町

で
も
こ
れ
に
整
合
性
を
持

た
せ
る
必
要
が
あ
る
と
し

て
、
６
月
議
会
に
２
本
の

税
条
例
の
改
定
を
提
案
し

て
き
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
は
バ
ブ
ル

経
済
が
崩
壊
し
た
平
成
４

年
に
評
価
額
を
大
幅
に
引

き
上
げ
、
そ
の
後
少
し
づ

つ
引
き
上
げ
る
仕
組
み
と

と
も
に
一
方
で
軽
減
措
置

も
取
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
こ
の
軽
減
措
置

を
撤
廃
し
平
成
25
年
１
月

か
ら
増
税
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
３
０
０
０
名

を
超
え
る
住
民
に
増
税
と

な
り
ま
す
。

退
職
金
は
退
職
所
得
控
除

額
の
枠
内
で
あ
れ
ば
住
民

税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

が
、
課
税
所
得
が
あ
れ
ば

そ
の
10
％
の
額
の
１
割
カ

ッ
ト
し
た
金
額
で
住
民
税

が
課
税
さ
れ
て
き
て
い
ま

し
た
。
今
回
こ
の
１
割
カ

ッ
ト
（
実
に
40
年
間
も
継

続
し
て
き
た
軽
減
措
置
）

の
仕
組
み
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。
長
年
勤
め
あ
げ

て
よ
う
や
く
定
年
退
職
を

迎
え
楽
し
み
に
し
て
い
た

退
職
金
が
さ
ら
に
目
減
り

す
る
よ
う
で
は
納
得
が
い

き
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、

デ
フ
レ
の
時
代
に
こ
う
し

た
庶
民
増
税
は
す
べ
き
で

な
い
し
景
気
回
復
が
更
に

遠
の
く
こ
と
を
指
摘
し
て

反
対
し
ま
し
た
。

予
約
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
実
現

で
住
民
の
足
の

確
保
を
！

町
が
走
ら
せ
て
い
る
元
気

号
は
以
前
の
前
日
予
約
が

不
要
に
な
っ
た
こ
と
や
２

台
運
行
で
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
「
う
ち
は
ル
ー

ト
か
ら
外
れ
て
い
る
」

「
行
き
は
よ
い
が
帰
り
の

時
刻
に
便
が
な
い
」
な
ど

の
声
が
出
て
い
ま
す
。
去

る
３
月
議
会
で
、
家
の
前

か
ら
目
的
地
ま
で
行
け
る

予
約
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
の
提
言
を
行
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
そ
の
実
現

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

議
会
に
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
山
田
議
員
が
引
き
続

き
副
委
員
長
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

議
会
は
、
中
学

校
給
食
検
討
特

別
委
員
会
を
設

置中
学
校
給
食
は
昨
年
12
月

議
会
で
請
願
が
全
会
一
致

採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
早

く
実
施
す
る
こ
と
、
お
い

し
く
安
全
で
食
育
に
役
立

つ
給
食
に
必
要
が
あ
り
ま

す
。
議
会
に
中
学
校
給
食

検
討
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

共
産
党
議
員
団
は
こ
の

間
、
県
内
の
中
学
校
や
給

食
セ
ン
タ
ー
、
す
べ
て
の

小
中
校
で
給
食
を
実
施
し

て
い
る
富
山
県
で
の
視
察

研
修
を
実
施
、
請
願
内
容

で
あ
る
安
全
性
の
確
保
や

地
場
生
産
品
の
活
用
、
食

育
の
推
進
な
ど
の
課
題
達

成
に
は
直
営
の
自
校
調
理

方
式
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い

こ
と
が
確
認
で
き
、
こ
の

方
向
で
運
動
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

馬
見
北
５
丁
目

地
区
計
画
は
継

続
審
査
に
！

（
日
本
共
産
党
議
員
団
は

す
み
や
か
に
採
決
す
る
事

を
要
求
）

昨
年
４
月
か
ら
馬
見
南
３

丁
目
で
は
地
区
計
画
制
度

が
施
行
さ
れ
、
住
民
合
意

の
ル
ー
ル
あ
る
町
づ
く
り

が
前
進
し
て
い
ま
す
。
条

例
で
建
築
可
能
な
建
物
を

決
定
し
地
区
計
画
の
内
容

に
法
的
根
拠
持
た
せ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
お
り
５
月

議
会
で
馬
見
北
５
丁
目
の

地
区
計
画
に
関
わ
る
条
例

案
が
議
題
に
な
り
ま
し

た
。
多
数
の
地
権
者
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
た

内
容
で
あ
り
、
既
に
申
請

か
ら
４
年
６
カ
月
を
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日

本
共
産
党
議
員
団
は
す
み

や
か
な
採
決
を
求
め
ま
し

た
が
、
継
続
を
求
め
る
議

員
が
８
名
あ
り
継
続
審
査

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
議
会
ま
で
に
可
決
さ

れ
る
よ
う
住
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
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町
会
選
挙
後
初
め
て
の
６
月
議
会
は
６
月
８

日
か
ら
同
18
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

国民健康保険法に定めた減免
制度要綱ができました！

国民健康保険法第44条では、生活に困窮し

た住民の国民健康保険税の減免が定められ

ています。暮らしがますます厳しくなる中

で滞納が発生、納得できない差し押さえも

一部で進められていますが、日本共産党議

員団が住民の皆さんと一緒に運動して制定

を求めてきた国保税の減免制度に関する要

綱が本年４月１日から施行されています。

お問い合わせは保険年金課、もしくは日本

共産党議員団までどうぞ！

原
子
力
発
電
所
再
稼
働
に
関

し
て
国
の
慎
重
な
対
応
を
求

め
る
意
見
書
を
可
決

日
本
共
産
党
議
員
団
が
提
案
し
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
１
名
の
反
対
意
見
は

原
発
推
進
を
求
め
る
も
の
で
し
た
。

福
島
原
発
事
故
原
因
の
究
明
も
未
だ
な
さ
れ

て
い
な
い
の
に
再
稼
働
す
る
の
は
国
会
に
設

置
さ
れ
た
事
故
調
査
委
員
会
で
も
「
理
解
で

き
な
い
」
と
し
て
お
り
無
謀
で
す
。
人
間
の

力
で
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と
が
は

っ
き
り
し
た
原
発
を
ゼ
ロ
に
す
る
期
限
を
決

め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
が
急
が
れ
ま
す
。

左から山田町議・今井県議・八尾町議

民
自
公
が
消
費
税
増
税
を
強
行

日
本
共
産
党
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
参
議
院
で
否
決
廃
案

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す



（敬称略）＜賛成○・反対×＞ 

 日本共産党 公明党 民主党 無 所 属  

議    案 
八尾 

春雄 

山田 

みつよ 

吉

村 

山

村 

坂口 堀

川 

谷 

 

坂

野 

竹

村 

奥

本 

吉

田 

青木 笹

井 

八

代 
結  果 

固定資産税増税 

 3350 名より 960 万円 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 長 の

た め 採

決 に 参

加 し ま

せん 

○ ○ 賛成 11 反対 2 で可

決 

退職金住民税増税 

 141 名より 261 万円 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成 11 反対 2 で可

決 

馬見北 5 丁目地区計画は

すみやかに採決を 

○ ○ × × 

 

× ○ × ○ ○ × × × × 継続審査 8、すみや

かな採決 5 で継続

審査と決定 馬見北 5 丁目地区計画は

継続審査に 

× × ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ 

原発再稼働に慎重な対応

を求める意見書 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 賛成 12 反対 1 で可

決 

 

山
田
み
つ
よ

一
、
中
学
校
給
食
は

自
校
調
理
方
式
で
！

昨
年
12
月
議
会
で
、
中

学
校
給
食
実
施
の
請
願
が

全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。
中
学
校
給
食
を
今
か

今
か
と
待
ち
望
ん
で
い
る

住
民
の
声
を
教
育
長
は
ど

の
様
に
受
け
と
め
、
教
育

委
員
会
と
し
て
ど
う
進
め

ら
れ
ま
す
か
？
共
産
党
議

員
団
と
保
護
者
で
、
県
内

の
近
隣
他
町
や
富
山
県
の

自
校
調
理
方
式
や
セ
ン
タ

ー
調
理
方
式
な
ど
視
察
に

行
き
試
食
も
し
て
き
ま
し

た
が
、
子
ど
も
達
の
体
や

安
全
安
心
を
願
う
保
護
者

の
要
望
に
沿
っ
て
い
る
の

は
自
校
調
理
方
式
で
し

た
。
早
く
自
校
調
理
方
式

で
進
め
る
こ
と
を
求
め
ま

す
。

答
弁
（
町
長
）
最
初
か
ら

自
校
方
式
限
定
で
な
く
、

セ
ン
タ
ー
方
式
や
デ
リ
バ

リ
ー
方
式
を
含
め
検
討
し

て
い
く
。

答
弁
（
教
育
長
）
町
長
部

局
の
会
議
と
教
育
委
員
会

の
「
懇
話
会
」
で
食
の
在

り
方
に
つ
い
て
幅
広
く
ご

意
見
を
頂
く
こ
と
と
し
て

い
る
。
先
進
地
へ
の
視
察

を
資
料
収
集
や
研
究
を
重

ね
て
い
る
。

参
考6

月
20
日
の
「
給
食
懇

話
会
」
で
、
教
育
委
員
長

は
「
こ
の
懇
話
会
は
中
学

校
給
食
を
実
施
す
る
か
し

な
い
か
を
含
め
検
討
し
て

い
た
だ
く
」
と
発
言
。
ま

た
、
他
に
発
言
す
る
委
員

は
誰
も
お
ら
ず
教
育
長
の

説
明
だ
け
に
終
わ
り
ま
し

た
。

二
、
在
来
地
の
消
火

栓
40
ミ
リ
の
改
善
を

！在
来
地
の
消
火
栓
は
消
防

車
が
持
っ
て
い
る
65
ミ
リ

に
つ
な
げ
な
い
40
ミ
リ
が

多
い
。
こ
れ
で
は
火
事
の

時
に
消
火
が
間
に
合
わ
ず

全
焼
の
危
険
性
も
あ
る
。

早
急
に
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
。

答
弁
（
町
長
）
40
ミ
リ
の

消
火
栓
は
各
大
字
に
管
理

を
お
願
い
し
て
い
る
。
水

道
管
な
ど
を
検
討
し
な
が

ら
切
り
替
え
て
行
く
。

三
、
「
食
の
自
立
支

援
」
は
安
否
確
認
を

重
視
し
て

四
、
「
子
ど
も
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
」
に

つ
い
て

や
つ
お
春
雄

一
、
馬
見
南
２
丁
目

・
同
４
丁
目
の
地
区

計
画
の
進
捗
は
ど
う

か
各
地
区
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
、
ま
た
企
業
所
有

地
の
取
り
扱
い
は
ど
の
よ

う
に
す
る
予
定
か

答
弁
（
理
事
者
）
馬
見
南

２
丁
目
は
地
権
者
縦
覧
に

向
け
準
備
中
、
馬
見
南
４

丁
目
は
ま
だ
町
原
案
を
示

し
て
い
な
い
が
自
治
会
代

表
と
詳
細
に
わ
た
り
協
議

し
て
い
る
。

二
、
中
学
校
給
食
に

関
す
る
業
務
は
委
託

を
せ
ず
直
営
で
実
施

を
！

中
学
校
給
食
は
、
請
願
書

に
も
あ
る
よ
う
に
、
安
全

で
生
産
者
と
の
交
流
が
で

き
て
食
育
に
役
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は

自
校
調
理
方
式
で
直
営
が

最
も
ふ
さ
わ
し
い
。
業
務

請
負
方
式
は
偽
装
請
負
に

な
る
危
険
が
あ
る
。

答
弁
（
町
長
）
ど
の
よ
う

な
給
食
に
す
る
の
か
は
こ

れ
か
ら
検
討
す
る
課
題

だ
。

三
、
指
定
ゴ
ミ
袋
有

料
化
は
地
方
自
治
法

に
抵
触

各
戸
か
ら
の
個
別
申
し

込
み
が
な
い
の
に
有
料
の

指
定
ゴ
ミ
袋
の
使
用
を
強

制
し
て
ゴ
ミ
回
収
す
る
の

は
地
方
自
治
法2

2
7

条
に

抵
触
す
る
。

答
弁
（
町
長
）
有
料
ゴ
ミ

袋
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
で

個
別
の
申
し
込
み
の
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
の

で
問
題
は
な
い
。
無
料
に

戻
す
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

四
、
学
校
図
書
館
に

専
任
の
図
書
館
司
書

の
配
置
を
！

平
成
19
年
20
年
に
は
国

の
予
算
投
入
で
本
町
に
も

学
校
図
書
館
司
書
が
配
属

さ
れ
大
き
な
成
果
が
得
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
た
び
国

は1
5
0

億
円
の
予
算
を
確

保
し
た
。
是
非
予
算
措
置

を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁
（
町
長
）
。
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
町
立

図
書
館
か
ら
の
応
援
を
考

え
た
い
。

五
、
固
定
資
産
税
の

課
税
に
つ
い
て
、
現

況
課
税
が
原
則
で
は

な
い
か

答
弁
（
町
長
）
土
地
利

用
の
変
更
や
建
物
の
滅
失

な
ど
は
本
人
か
ら
の
申
請

や
税
法
の
規
定
で
届
け
出

が
必
要
。
現
状
を
確
認
の

上
対
応
し
て
い
る
。

( 2 )
広陵民報 2012年7月

半年の１度隈病院で受けている甲状腺の定期検

査に行ってきました。「今までと変わらずで

す」と言われほっとしました。せっかく出かけ

るのならと、楽しいことは免疫力を高める効果

があるというので、一度行きたかった天満天神

繁盛亭の寄席を見に行ってきました。

落語は噺家とお客さんがお互いに想像しながら作り上げていくも

のです。知らない人ばかりでしたが面白くていっぱい笑ってきまし

た。「大阪の市長さん文化と言う字を無駄と読むようです。」とか

「職員の入れ墨あかんといってますが、所変われば又違う、江戸で

はみんなをさばく御奉行さんが背中にさくらの刺青してた。」｢い

っそお金がないなら企業の広告彫って広告代稼いだらええ。」と次

々にぽんぽんと出てきます。結構頭の体操になります。

夜のニュースで首相官邸前に空前の人が集まり、それぞれに作っ

たプラカードなどを持ち寄って「再稼動反対」と声をあげて叫んで

いる姿が報道され、この力はもっともっと広がっていくと感動しま

した。これまで毎週行われ先週は45000人が集まったことも一般の

マスコミではまったく報道なしの状態が続いていましたが、マスコ

ミも無視できなくなる状態に広がってきています。

大飯原発では７回目の警報ブザーが鳴ったとのこと。福島県二葉町

のお母さんが、事故が起きたときは避難民でしたが、今は帰る家が

ない難民です、と訴えていました。

県会議員 今井光子


